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編 集 後 記

　『龍谷紀要』第42巻第 2号をお届けいたします。本号では、英語分野から 4編、自然科学分野

から 2編の計 6編の投稿がありました。対面式授業とオンライン授業との板挟みで業務量が増す

中、玉稿をお寄せいただいた先生方、さらに原稿の点検の労を取っていただいた先生方に、この

場を借りまして心より感謝申し上げます。

　今年度は新型コロナウイルスが猛威を振るう一方で、菅首相による日本学術会議の新会員 6名

の任命拒否問題がクローズアップされました。とりわけ、拒否された 6名がいずれも「人文・社

会科学系」の研究者であったことは、我々教員の間でも大きな衝撃とともに受け止められまし

た。首相は「多様性が大事だということを念頭に判断した」と発言していますが、本来研究とは

すでに「多様性」を内包するもので、首相が掲げる「多様性」が何を意味するのかは、今のとこ

ろ十分に理解されているとはいえないでしょう。

　『龍谷紀要』はこれまで教養教育科目に携わる教員を中心として、様々な分野から、多種多様

なテーマで投稿いただき、研究成果を広く社会に公表してきました。今後も『龍谷紀要』が研究

の「多様性」を力強く打ち出す存在であり続けることを確信しております。

� （安田 圭史）


